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る．橋梁を例にすると，橋長が 15m を超えるような道路橋はおよそ 15.7 万橋が供用され
ており，その多くは 1960 年～1980 年代に建設されたものである．これらの橋梁がこのま











































第 5 章では，第 4 章までに得られた知見を基に，炭素繊維シートを用いた鋼橋桁端部の
腐食部補修法について，具体的な設計手法および施工法を明示する．さらに，本手法の妥
当性を検証するために実施した大型試験の内容について述べる．本試験の結果，本研究で
提案する炭素繊維シート接着による補修工法は，実橋梁においても十分な効果があること
を示した．  
